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地域農業の明日を考えるシンポジウム2023

アンケートの概要
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地域計画の策定と実現のため今後特に重要なこと

農業者 関係機関職員等
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地域調整
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①農業者（個人・法人）22名、②行政・農業関係団体職員44名、③その他2名
計68名の皆様から回答いただきました。
以下の集計区分では、②③を「関係機関職員等」としました。

回答者の地域や支援先等における「地域計画」検討の進捗状況は、
・地域農地の状況や地権者・耕作者の意向調査は過半の地域で行われており、
その結果を地図で見える化している地区は2割弱である
・約1/4の地域等で地域農業者の話し合いがスタートしている
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なお関係機関職員からの回答のうち、
57%は自らの地域や支援先の地域の状況。
それ以外は広域的な地域等の状況。

「今後特に重要なこと」に関しては「地域農業者の現状意向把握」「現状分析と地図によ
る見える化」 「地域内の話し合い」 「担い手同士の話し合い」「人材の確保育成」等の
回答が多かった。

49%

37%

62%

50%

40%



公益社団法人みやぎ農業振興公社 宮城県担い手育成総合支援協議会

検討の進捗別にみた「今後特に重要なこと」の回答割合

全体68名 「調査」実施地域39名  「見える化」実施地域11名 「話し合い」スタート地域18名

「地域計画の進捗状況」についての御意見（抜粋）
・旧町村の区域で説明会を開始した。しかし地域の農業者や担い手等の現状分析、将来像について意見
交換ができていない。（農業者）
・市町や地域により、理解や進捗に大きな差がある。行政のスリム化のもと、市町の職員数も減少して
おり、マンパワー不足もある。農業委員などの活躍に期待したい。（関係機関職員）
・地域の理解がまだまだである。（農業者）
・悲しいかな（私の地域ではまだ）何も進んでいない。（農業者）

「今後特に重要なこと」についての御意見（抜粋）
・耕作放棄地対策(発生防止など)、農作業賃金の水準の確保、農地権利移動の流動化(各権利を尊重しつ
つ簡素化)が重要である。（関係機関職員）
・出し手と受け手も同じ会議、説明会に出席すべきだと思う。農振地域以外も、むしろそこを徹底的に
改良を施さないと、鳥獣被害や離農、過疎化問題が出てくるので「地域ギャップ」のある場所の問題
解決を支援して欲しい（農業者）
・地域によって異なるしがらみ等の把握も重要である。（農業）
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「地域内の話し合い」は「調査」
や「見える化」を実施している
地域の方ほど重要と認識

「担い手同士の話し合い」は地
域農業者の「話し合い」スタート
地域の方は過半が重要と認識

地域内で調整が必要とされる
「耕作地の交換調整」や、計画
実現に向けて必要と考えられ
る「人材の確保育成」は、検討
の進捗とともに重要性の認識
が高まるように見受けられる

「話し合い」スタート地
域の方の多くが「現状・
意向把握」を （あらた
めて深めることが）重
要と認識
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基調講演１「宮城の農業の維持・発展へ向けて」への感想（抜粋）

基調講演Ⅱ「地域計画の策定と思いをカタチにできる座談会」への感想（抜粋）

データを把握する、その上で施策等進めていく。当たり前のようでなかなか出来ていないと実

感しました。ありがとうございました。（関係機関職員）

これからの農地の維持、発展に向けて農産物を作っている農家や、法人だけでなく国やその他

の人々の理解が必要ということが分かった。（農業者）

データや図表で具体例が示されて、理解しやすい内容でした。あらためて現状を認識し、将来

像を考え直すきっかけになるお話でした。多くの農業者の方々に聴いて欲しい内容です。

（関係機関職員）

これからの「地域農業」を考える前提と事業戦略やbackcastで考える将来の農業農村（目標と

する農業農村の姿から現在を見る）等々の講演内容は今後も農業に従事していく上で常に考え

て行く問題であり、避けては通れない問題であり真剣に考え行動していきたいと思います。大

変有意義な内容で参考になりました。有難うございました。（農業者）

先の事を考え、人財確保や経営スタイル等を展開していかないといけないと思った。

（農業者）

地域において、これからの地域計画など作成するにあたっての方法や、意見の聴き方など、と

ても重要なことが分かった。（関係機関職員）

座談会についても少しの工夫で多くの人が参加しやすく、活発な話し合いが出来るということ

を知る事ができました。参加しやすい雰囲気作り、大切ですね。（農業者）

地域計画の策定はこれからの作業です。講演内容は具体例が多く、様々な課題をつきつけられ

た感じがしました。今後の地域計画の策定に向かって大変参考になりまいた。内容を有効に活

用して、より良い地域計画の策定を目指し集落座談会に反映していきたいと思います。ありが

とうございました。（農業者）

話し合いの企画、内容、すべての組織の協力をもらい地域全体で考えて前に進む内容に持って

行くやり方を学びました。（農業者）

とても分かりやすい話の内容だった。今後の地域計画の進行の仕方が、どのような内容で進め

ていけばいいか等が分かりやすく今後のためになった。（農業者）

熱意あふれる講演でした。進めていく側の話を具体的に例示してもらえる事で、より理解が深

まりました。（関係機関職員）
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